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人とかかわるよさに気付く生活科学習支援の在り方についての研究 

 

佐賀市立神野小学校 教諭 江島 孝浩 
要  旨 

核家族化，少子化などの社会の変化に伴い，現代の子どもたちは人とのかかわりが希薄化している。

本研究は，生活科の特性を明らかにし，人とかかわるよさに気付いていくための教師の支援の在り方を

考えるものである。教師の支援を子どもの見取りから年間計画の作成，単元や場の設定を含めたものと

して大きくとらえ，人とのかかわりを重視した学習活動を行った。その結果，子どもたちは自力解決を

していく中で，自らの求めで活動することを楽しみ，人とかかわるよさに気付くことができた。 

 

 ＜キーワード＞ ①生活科  ②教師の支援  ③人とのかかわり  ④子どもの見取り 

 

１ 主題設定の理由 

 現代社会では，核家族化，少子化の進行など社会構造の変化により，子どもたちは人と接する機会が

少なくなった。平成10年12月に改訂された新学習指導要領では，生活科の目標部分に「身近な人々」と

いう文言が追加され，子どもたちがいろいろな人たちとかかわることを重視している。そのかかわり方

については，かかわりの双方向性が打ち出され，子どもたちが自分から他者へ，他者から自分への働き

かけを自覚することを求めている。 

実際に，子どもたちの様子を見てみると自分中心に考えてしまう子ども，どのように他の人と接した

らいいのか分からない子どもが多い。その原因として家族とかかわる時間が短いこと，既製のおもちゃ

の普及により一人でも楽しく遊べるようになったことが考えられる。 

このような実態を受け，これまでに１・２年又は園児を巻き込んだ異年齢交流に重点をおいた生活科

学習を行ってきた。その中で，子どもたちが人とのかかわりを深めたり広げたりするために，子どもた

ちと教師の思いをどうつむいでいけばいいのか，子どもが自ら人とかかわるための支援はどうあればよ

いのかなどの課題が見えてきた。また，子どもたちが人とかかわることによって，今まで気付かなかっ

たかかわるよさや楽しさを体験し，もっとたくさんの人々との交流を望むようになってほしいと考えた。

そこで，本主題を設定し，研究を進めていくことにした。 

 

２ 研究の目標 

一人一人の子どもが，人と触れ合うことを喜びとし，人とうまくかかわれるようになるための支援の

在り方を明らかにする。 

 

３ 研究の仮説  

  様々な人とかかわる単元や場の設定を工夫しながら，子どもたちの思いを見取った支援活動を行えば，

子どもたちは人とかかわるよさに気付き，これからもたくさんの人とかかわろうとするであろう。 

 

４ 研究の内容と方法 

（1) アンケートによる生活科学習に対する実態調査を行う。 

（2) 文献等による調査・研究を行う。 

（3) 単元の開発を行い，授業実践により仮説を検証する。 



                     －  － 2 

５ 研究の実際 

（1) 生活科の特性 

生活科は子どもたち自身が身近な人々，社

会及び自然と直接かかわりながら活動や体験

をしていく中で，活動することそのものを楽

しみ，自分なりの活動に対するこだわりをも

つ教科であると言える｡ 

そのこだわりをもつことが，活動を繰り返

し行うことにつながり，子どもたちは自分な

りに課題を解決していこうとする。そのよう

な体験を繰り返すことによって，自立への基

礎を養う教科なのである。 

そのために教師は，子どもたちの思いを大

切にしながら，子どもたち自身がいろいろな

ことに気付き，問題解決に向かうように支援

していかなければならない。これらのことを

まとめると右図１のように表すことができる。 

（2) 教師の支援 

ア 子どもの見取り 

生活科の支援で重要なことは，子どもたちの思い

や願いを正確に見取ることである。 

活動前のアンケート調査や日常生活の中で子ども

たちの実態を把握し，子どもの思いや願いはどこに

あるのかを見取っていくのである。この見取りと，

こんな子どもに育ってほしいという教師の願いの２

つをつむぎながら，単元設定を行っていかなければ

ならない。 

活動中の子どもの見取りは，つぶやき，表情，行

動などから行い，一人一人の支援に生かしていく。

また，子どもに寄り添って共感的に見取ることで，

子どもは安心し，意欲的な活動ができると考える。 

活動後は，振り返りメモや表現活動を通して見取

りを行い，子どもたちの気付きが深まるようにした

り，これからの活動を方向付けていくことが重要で

ある。 

イ 年間計画の作成 

生活科は，１・２年で６項目ずつ，合わせて12項目の内容が，今回の学習指導要領の改訂で８項目

に厳選された。これは，ゆとりの中で子どもたちが活動をし，様々な気付きをもつことをねらってい

るのである。だから，その８項目を２年間のスパンでとらえ，ゆとりをもった年間計画を作成しなけ

ればならない。ただ，「動植物の飼育・栽培」に関しては，１・２年の両方で取り扱うことが述べら

れている。 

教師は，このことを踏まえた上で子どもの様子を見取り，どんな子どもになってほしいのかを考え

表１ 生活科の年間計画 

がっこうたのしいな　　　15①
２ねんせいとあそぼう
がっこうなかよしたんけん
がっこうのまわりをおしえてね

えんじとなかよし　　　　６③
いってみよういろいろなえんへ
てがみをかこう

こうえんへいこう　　　　10④
こうえんで生きものをさがそう
こうえんであそぼう

なかよしまつりをしよう（１，２年で）　　　　　　　　　20⑤
まつりのじゅんびをしよう
えんじをよんでまつりをしよう

あきとなかよし　　　　　15⑤

あきをさがそう

あきとあそぼう

だいすきいっぱい　　　15②⑥

いえのだいすきはっぴょうかい

いえのしごとをたのしもう

むかしのあそびをたのしもう

もうすぐ２ねんせい　　　　　　15⑧

１ねんかんをふりかえろう

おもいではっぴょう会をしよう

わたしたちの町大すき　12③
町のひみつをさぐろう
町をたんけんしよう
町をしょうかいしよう

夏がきた 生き物をそだてよう
　　　　　　　　　　　10⑦
こうえんで生き物をさがそう
生き物ランドを作ろう

バルーン大会へいこう　７④
のりものにのろう
バルーン大会を楽しもう

やるぞ　もちもち大作戦21③
つくろう　白い米
やるぞ　もちつき

大きくなったわたしたち18⑧
ちいさいころのわたし
えんじのとき
おせわになったひとへ
もうすぐ３年生

たのしい春だ　　　　　２⑤
１ねんせいをむかえよう

冬のあそびを楽しもう　５⑥
カルタをつくろう
1年生とあそぼう

　　　　　　　　１年生102時間　　　　　　　　　２年生105時間
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⑦  

活動の振り返り
・身近な人々，社会及び自然に気付く
・自分自身や自分の生活に気付く

子　ど　も　の　生　活　・　実　態

出会い
・子どもの思いや願いと教師の思いや願いをつむぐ
・やってみたくてたまらないという思いをもつ
・こんなになればいいなという願いをもつ

具体的活動や体験
・自らの思いや願いを実現していく
・思考し，判断し，表現する
・子どもの知識・技能を総動員して解決に当たる
・生活上必要な習慣や技能を身に付ける
・楽しさ，満足感，成就感をもつ
・自分や身近な人々，社会及び自然について気付く

　自立への基礎（学習上の自立，生活上の自立，精神的自立）
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自分の成長・自分について気付く

 
図１ 生活科の基本構造 
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計画を立てる必要がある。低学年の子どもたちは，活動を通してしかいろいろなことに気付けないと

いう特性があり，行動が衝動的で単発的になりがちである。だから，単元に共通性をもたせたり，子

どもの思いを連続・発展させるために配列を考えたりすることが大切である。前ページ表１に作成し

た年間計画を示している。人とのかかわりを考慮した単元をゴシックで，数字は計画時数，①～⑧は

生活科の内容を示している。 

ウ 単元や場の設定 

単元は，子どもがやらされる活動ではなく，やってみたくてたまらないと思うような活動を保障で

きるように設定することが大切である。なぜなら，子どもたちは活動することそのものを楽しみ，何

度も繰り返し活動する中で様々なことに気付き，考えを深めたり広げたりしていく。だから，多少の

困難があってもそれを乗り越えようとして活動を続けるだろう。子どもたちは，活動する喜びに浸り

ながら，自分自身で問題を解決しようとすることができるのである。 

場の設定については，地域の人材を発掘し，人とかかわることで問題解決に向かうような場を子ど

もたち自身が作っていくように仕組むことが重要である。教師が季節の変化を子どもたちにとらえさ

せるために，何度も同じ場所を訪れたり，地域のよさに気付かせるために戸外へ活動の場を広げるこ

とも大切である。 

エ １単位時間の教師の支援 

活動中の教師の働き掛けにより，子ども自身が自分で問題解決をしていくようになる。そういう働

き掛けを生活科では大事にしなければならない。子どもたちが気付きを自覚していないときには，学

習環境を工夫したり，気付きを意識させる発問や具体物を提示することにより，子どもの動きを作ら

なければならない。また，試行錯誤している子どもができるようになることを待つことや見守ること，

子どもと共に学ぼうとする姿勢を教師がもつことも子どもの意識を高める上で重要である。活動を通

して自分たちにかかわっている人に対する言葉遣いや接し方も学ばせていかねばならない。 

（3) 人とかかわることの重要性 

生活科で示されている内容に，人とのかかわりを単独で記述している項目はない。しかし，人とのか

かわりは，子どもたちのこれからの生活を考える上で欠かせないものであり，人と適切にかかわること

で，人に対する感謝の気持ち，思いやりの心を育てることができる。 

人と触れ合うことは，その人が自分を受け入れてくれる限り楽しいものである。そのことを子どもた

ちに実感させることが必要だと考える。人とかかわるよさに気付くとは，集団の中で自分の存在に気付

くこと，人とかかわる中で自分のよさに気付くことである。また，集団の中で一緒に活動することで感

じる連帯感，学び合いのよさに触れ，自ら進んで人とかかわることができる子どもが育つと思う。 

（4) 人とのかかわりを重視した教師の支援の実際 

ア アンケートによる子どもの実態把握 

「生活科が好きか」「分からないときどうする

か」「学習中困ったときどうするか」の３項目で

事前のアンケートを実施した。生活科が好きと答

えた児童は92％でほとんどの子どもが生活科を好

んでいる。その理由は，これまでに行った生活科

の単元で友達と楽しく活動したり，野菜作りに取

り組んで収穫した喜びを味わうことができたから

だ。 

「分からないときどうするか」については，上の図２でも分かるとおり，人に尋ねるという子ども

が多い。この結果は，これまで行ってきた活動の中で家の人に尋ねたり，友達同士で教え合ったりす
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図２ 分からないときどうするか 
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る機会が多かったからである。しかし，地域の人や祖父母に対してはかかわろうという意識が低い。

なぜなら，これまで設定した単元は，地域の人や祖父母とかかわる必然性がなかったからである。 

「学習中困ったときどうするか」では，87％の子どもが自分でがんばると答えていた。これは，町

探検の結果を１年生に知らせるために行った活動が影響していると考えられる。その活動は子どもた

ちにとって大変なことだったが，結果報告のとき，１年生に喜んでもらいがんばってよかったという

満足感を味わえたからである。 

イ 日常の見取りによる子どもの実態把握 

本学級の児童は，明るく素直である。学習に意欲をもって取り組む子どもが多い。しかし，自己主

張の強い子どもが多く，学年当初は友達同士のトラブルも多かった。その反面，自己主張があまりで

きない子どもは，人とのかかわりを求める様子が見られなかった。そこで，生活科を中心として「人

とかかわるよさに気付く子ども」の育成を目指し，友達や１年生，園児とかかわる活動を繰り返し

行ってきた。子どもたちは少しずつ人とかかわる楽しさに気付いている。 

また，もち米や野菜の成長を心待ちにする姿も見られ，夏野菜の収穫では時間がなかったために，

教師がかぼちゃの煮つけを作って食べさせたが，自分たちで調理をしたいという願いをもっているよ

うだ。 

ウ 人とのかかわりを重視した単元や場の設定 

これまで述べてきた生活科の特性，教師の支援，人とかかわることの重要性，教材の分析から導き

出した以下の(ｱ)～(ｵ)により単元を設定した。 

（ｱ) 人とかかわるよさに気付くことのできる子どもに育って欲しいという教師の願い 

（ｲ) 実態調査から分析できる多少困難があっても自分たちで解決しようという子どもたちの学びのス

タイル 

（ｳ) 自分たちで育てた作物を調理して食べたいという子どもたちの思い 

（ｴ) 米ができるまでにはたくさんの人の手助けがあったことを子どもたちに知らせる教師の支援 

（ｵ) もち作りは，問題を解決するために友達や地域の人とのかかわりが生まれるという教材の分析 

その単元は，子どもたちが田

植えと稲刈りをして収穫したも

ち米を使い，収穫までにいろい

ろなお世話をしてもらった事務

の先生に感謝の持ちを表そうと

いう「やるぞ もちもち大作

戦」である。子どもたちは自分

たちの力でもちをついてそれを

味わってもらうことで感謝の気

持ちを表そうと考えた。 

この単元の活動計画は上の表２に示した通りである。人とのかかわりを重視したいという教師の願

いから，各活動の場面でどのような人とのかかわりが期待できるかを考えて９つの場面を設定した。 

（5) 検証授業 

実際の授業は，まず課題を作ることから始まった。次のページの図３は，課題作りの場面での教師の

発問と子どものつぶやきや発言である。子どもたちに興味・関心をもたせるために具体物を提示したり，

刈り取った稲を教室の後ろに干しておくなどの場の設定をした。また，立派な稲を育てることができた

ことをほめた上で，米という漢字が八十八回も手が掛かるという意味で作られていることを話した。す

ると一人の子どもが「ぼくたち田植えと稲刈りの２回しかしとらん」と発言した。 

表２ 人とのかかわりを考慮した活動計画

学　習　活　動 教　師　の　支　援 期待される人とのかかわり

１，課題を作る。 発問などで子どもの思いを見取り，課題を作る。 友達，事務の先生

２，白い米にする方法を探る。 子どもたちの調べたことを認め，分かったことを喜ぶ。家の人，祖父母，地域の人，友達

３，脱穀，籾摺り，精米をする。グループを作り，活動を認める。 友達，食糧事務所の人

４，もちつきの方法を調べる。 黒板にまとめ，活動の方向付けをする。 家の人，祖父母，地域の人，友達

５，もちつきの準備をする。 子どもと一緒に準備をする。 保育園の先生，友達

６，自分たちでもちつきをする。できるだけ子どもの活動になるように見守る。 友達

７，振り返る。 満足できたか問い掛ける。 友達

８，名人さんともちつきをする。教えてもらう時の態度について考えさせる。 家の人，地域の人，友達

９，振り返る。 かかわった人たちのことを考えさせる。 事務の先生，友達  
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その結果，子どもたちの意識を揺さぶり，米作りで

は大変だったこと，取り入れるまでには事務の古賀先

生の目に見えない多くの手助けがあったことなどに気

付くことができた。その気付きを生かし，子どもたち

自身の課題として育てたもち米を使って自分たちの力

でもちをつき，それを古賀先生に食べてもらうことに

よって感謝の気持ちを表そうという課題を作ることが

できたのである。 

課題追及や課題解決の場では，子どもたちに自力解決をさせることを考えて活動を設定した。そのた

めに活動を保障するだけの時間を十分に確保すること，困っている子どもには方向性を示す助言を与え

ること，何とかして解決しようとがんばっている子どもには温かく見守り，待つという支援を行った。

その結果，子どもたちは自分たちで作った課題を解決するために，自分で工夫しながら活動に取り組む

ことができた。 

また，自分一人では解決できそうにないとき，どのようにして解決すればよいのかを子どもたちに考

えさせたかったので「先生だったら，○○に聞きにいくと思うけど？」というような行動を促すつぶや

きをした。 

子どもたちは人とかかわる中で解決したほうが楽しいこと，本やパソコンで調べるより直接話をしな

がら教えてもらった方が理解しやすく課題解決が早いことなどを学ぶことができた。 

子どもたちには，クラスの連帯感を高めてほしいという願いもあったので，グループで活動する機会

を多く設定した。自分たちの力でもちをつくということは，友達との協力なしでは実現できないことが

子どもたち自身に自覚され，みんなで協力して一つの目標に向かって活動することの充実感，やり遂げ

たときの満足感を得ることができた。右図４の子どもの作文 

からも，友達との活動をよかったと感じていることが分かる。 

実際にもちをつく場面は，子どもたちに大変さを実感させ 

たいという教師のねらいから，他の人の協力は得ずに子ども 

たちだけで行った。その後，気付きをまとめる表現活動の場で，予想通り満足していないことが分かっ

たので，どうしたらいいのかを考えさせ，次のもちつき名人さんとかかわる活動へと発展したのである。 

名人さんとのもちつきの後，事務の古賀先生に喜んで食べてもらって，子どもたちは心の底から満足

感と成就感を感じることができた。その後，おいしいもちができた理由を教師の発問により考えること

で，いろいろな人に助けていただいたこと，自分たちが一生懸命がんばったからできたことに気付いた。 

そして，その人たちにお礼をしたいという気持ちから再び人との交流が連続・発展していったのであ

る。 

（6) 検証授業の考察 

ア 単元や場の設定 

いままで研究してきたことを生かし，単元や場の設定 

を行った結果，子どもたちはやってみたくてたまらない 

という思いをもち，自分たちの課題を立て意欲的に活動 

に取り組んだ。そして，課題を解決したことで子どもた 

ちは満足感，充実感を味わい「がんばればできる」とい 

う自信をもつことができた。このことは，生活科の究極 

的な目標である「自立への基礎を養う」ことだと考える。

右図５に示す子どもの作文から，脱穀をする際，いくら 

 
図４ 友達との活動を喜ぶ子どもの作文 

図５ 子どもの脱穀のときの作文 

Ｔ：先生は，皆さんのためにいいものをもってきました。（米の提示）

Ｃ：お米だ。

Ｃ：ぼくたちも作ったよ。そこにあるよ。（教室にある稲を指す）

Ｃ：自分たちで作ったんだよ｡

Ｃ：田植えと稲刈りを自分たちでしたよ。

Ｔ：草取りや肥料やり，消毒なんかもみんながやったのかな？

Ｃ：していない。田植えと稲刈りだけだよ｡

Ｔ：だれか他にお世話してくれた人がいるんじゃない？

Ｃ：事務室の古賀先生は，植える時や水やりも手伝ってくれたよ。
Ｔ：先生は夏休み，古賀先生が田んぼで肥料をやっている姿を見たよ。

Ｃ：古賀先生に何かお礼をしたいな。

Ｃ：このもち米でおもちを作って古賀先生に食べてもらったらどうかな？

図３ 課題作りの教師と子どもの会話 
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がんばっても籾がたまらなくて途中で投げ出しそうに 

なったが，自分の立てた課題を解決しようとして最後 

までくじけることなくがんばった姿がうかがえる。人 

とのかかわりについては，子どもたちの力だけでは解 

決できない「もちをつく」という活動が中心となる単 

元であったため，必然的に人とかかわる活動が必要と 

なった。これまで子どもたちは，困難なことや分から 

ないことがあるとすぐに教師を頼ってきたが，今回の 

授業では教師は教えすぎない，子ども自身が動き始め 

るまでじっくりと待つという姿勢で子どもたちに接し 

てきた。だから，友達・父母・祖父母・地域の方など様々な人とのかかわりが生まれた。 

自分たちで解決できなくても周りの人々の力を借りれば解決できること，自分たちで悩んだ分だけ

大きくなる感謝の気持ち，感謝の気持ちを表したことで喜んでくれた相手の姿など人と双方向性を

もってかかわることの素晴らしさを子どもたちは実感できたと思う。上図６は，授業前と授業後に

とった「どんな人とかかわることができているか」というアンケートの結果であるが，上級生に対す

るかかわり以外は大きく増えている。この単元を実施したことで，子どもたちは今後も積極的に人と

かかわっていこうとするであろう。 

イ 教師の支援 

どの場面でどのような支援を行うかを明確にして，授業時の支援を行った。これまでは，子どもに

考えさせなければならない場面で，教師が先に解決の方法を教えたり，試行錯誤している姿を見て我

慢できずに手伝ったりすることが多かった。しかし，今回の授業は教師が出過ぎることなく，温かく

見守るということを大切にし，解決できずに困っているときは励ましたり方向付けをしたりすること

で子どもたちに自分で解決する喜びと楽しさを感じてほしいと考えた。 

その結果，子どもたちは悩んだり苦しんだりした分だけ，達成感が大きくなることを実感し，その

経験を基に次の活動へも意欲的に取り組んでいった。 

 

６ 研究のまとめと今後の課題 

（1) 研究のまとめ 

・教師と子どもの願いをつむいだ単元作りをしたことで，多少困難なことがあっても，子どもたちは

あきらめず，課題解決に向かうことができた。 

・必然性のある人とかかわる場を設定したことで，子どもたちは人とかかわるよさに気付き，自ら人

とかかわろうとすることができた。 

・表現活動の場や振り返りメモにより，自分たちがこれからどのような活動をしていけばよいか気付

き自分たちで活動を作っていくことができた。 

（2) 今後の課題 

・子どもの特性に応じた見取りの有効性を確かめるため，児童心理学的分野から研究を深める必要が

ある。 

・作成した年間計画を２年間通して実践することにより，この計画の有効性を子どもの変容によって

検証する。 
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図６ 人とのかかわりの広がり 
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